
＜参考資料（R6 決算）＞ 

1 

予算決算委員会 厚生分科会 分科会長報告 

 

厚生分科会に委嘱になりました部分について、その審査の経過と結果

をご報告申し上げます。 

 

はじめに、認定第１号、令和６年度横手市一般会計歳入歳出決算の認

定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、歳出２款、総務費では、

「証明書のコンビニ交付について、利用割合は増えてきているが、市役

所の窓口交付は、他の申請につながるきっかけとなる場合もあり、将来

的に全てコンビニ交付になってしまうと、市民と接する機会を逸してし

まうのではないかと懸念するが、どのように捉えているか」との質疑に

対し、当局より、「比較的に簡易に取得できる証明書についてはコンビニ

交付を利用していただき、相続登記に係る証明書など、聞き取りが必要

なものに関しては窓口に来ていただいて、丁寧に対応していきたいと考

えている」との答弁がありました。 

３款、民生費では、産後ファミリー応援事業について、「昨年度の出生

数 288人に対し、利用者が 41人とのことだが、この数字をどのように捉

えているか。また、今年度から利用可能期間を２歳に到達するまでとし

たが、利用者アンケート結果をどう分析し、拡充することとしたのか」

との質疑に対し、当局より、「利用者数については、当初予算で見込んだ

年間 100 人よりも少なかったが、一人当たりの利用回数については予想

よりも多かったと分析している。また、アンケートでは、育休後の職場

復帰のタイミングに利用したいという声が強くあったため、制度を拡充

したものである」との答弁がありました。 

また、「利用者から、もっと利用したいという強い希望があるならば、

ＰＲの仕方によっては、当初見込んだような率で利用される可能性はあ

ったと考える。ＰＲ不足はなかったか」との質疑に対し、当局より、 

「様々な手法でＰＲを行っている。自宅に家事援助の方を入れることに

対し、抵抗感がある方もいるが、利用してみたらすごくよかったという

声もある。そうした利用者の声を伝えるようなＰＲ活動を行いながら、

引き続き利用率が高まるように取り組んでいきたい」との答弁がありま

した。 

このほか、「空き家の地域活動への活用」や「産後ヘルパー派遣事業所
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の充足率」、「生活保護受給者の生活困窮者自立促進支援事業の利用」に

ついての質疑がありました。 

４款、衛生費では、市営墓園について、「人口減少が進む中、区画数を

増やしているのか」との質疑に対し、当局より、「墓園整備計画では、特

に前郷墓園に関しては現状よりも増やしていくことになっている。しか

し、最近は、貸出件数が減り、返還件数が多くなってきているため整備

は進んでおらず、墓園全体の数としては増えていない状況である」との

答弁がありました。 

また、「後継者不足の問題など民間事業者の経営が厳しくなっている中

で、市と民間が競合してはならないと考える。市営墓園の経営について

は、民間事業者とも意見交換をしながら市全体の方向性を定めていくべ

きと考えるが、どうか」との質疑に対し、当局より、「民間事業者と協力

体制を築き、極力競合しないようにしていきたいと考えている。今後の

経営については、民間事業者と意見交換などもしながら総合的に検討し

ていきたい」との答弁がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、出席者起立全員により

認定すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第２号、令和６年度横手市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、「一人当たりの

給付費が対前年度比で 2.3％減少している。世帯数、被保険者数も減って

きている中で、特別会計の運営は、良好な状況で推移していく見通しな

のか」との質疑に対し、当局より、「一人当たりの給付費については、令

和５年度が一時的に増加していたため、令和６年度は対前年度比で減少

したものである。今後、高齢化や医療の高度化が進むことにより、一人

当たりの給付費は増加すると考えている。また、被保険者数については、

人口減少に加えて、団塊世代が後期高齢者医療制度へ移行したことや被

用者保険の適用拡大等の影響により、全区分において今後も減少すると

推測しており、楽観はできない状況である」との答弁がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、出席者起立全員により

認定すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第３号、令和６年度横手市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定については、質疑、討論はなく、起立採決の結果、出席者
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起立全員により認定すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第４号、令和６年度横手市介護保険特別会計歳入歳出決算

の認定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、「認知症カフェにつ

いて、令和６年度に延べ 671 人が参加したとのことだが、少ない人員で

どのように運営しているのか。福祉協力員など地域の方の協力はあるか」

との質疑に対し、当局より、「実施体制については、保健師やケアマネジ

ャー、市職員などの認知症支援推進員が中心となりボランティアで運営

を担っている。参加人数の増加に伴い、マンパワー不足もあったため、

昨年度からはカフェのスタッフとして活躍していただけるオレンジサポ

ーターの育成にも取り組んでいる。今後も安定的に市内３カ所のカフェ

を運営していくとともに、開催箇所数を増やすことも検討していきたい」

との答弁がありました。 

また、「居宅介護サービス給付費が対前年度比 0.7％減となっている。

訪問介護の基本報酬が引き下げられたことにより、ヘルパーや訪問介護

事業者の数に影響はあったのか」との質疑に対し、当局より、「市内にお

いて、ヘルパーや事業所の数が減っているという情報は入っていない。

ただ、ヘルパーの高齢化により、退職後の雇用確保が困難になる場合が

あることは様々な事業所から話を聞いており、この先、ヘルパーが対応

できない地域も出てくるかもしれないというような懸念は抱いている」

との答弁がありました。 

このほか、「介護認定者数の動向」や「介護予防事業の効果・分析」に

ついての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、出席者起立全員により

認定すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第５号、令和６年度横手市市営介護サービス事業特別会計

歳入歳出決算の認定については、「大森町高齢者生活支援ハウスの入居者

負担金改定による影響」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、採決の結果、認定すべきものと決定いた

しました。 

 

次に、認定第８号、令和６年度横手市病院事業会計決算の認定につい

て、主な質疑と答弁を申し上げますと、「厳しい決算状況であり、原因は
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診療報酬のマイナス改定や資材費・人件費の増など、経営努力では手の

出しようのないところでの結果だと考える。一方で、大森病院では今年

度から人間ドックの料金改定が行われており、診療報酬以外の部分の収

益をいかにして上げていくかが重要ではないかと考えるが、どうか」と

の質疑に対し、当局より、「Ｂ型肝炎訴訟等に係るカルテ開示文書料金等

の改定について検討している。他の医療機関とも情報交換しながら、料

金について検討していきたい」との答弁がありました。 

これに対し委員より、「自治体病院としては、利用する市民のことを考

えなければならないが、価格転嫁という形での値上げについては一定の

理解は得られるのではないかと考える。現状をしっかり押さえながら、

タイミングについても十分検討して対応してほしい」との意見がありま

した。 

また、「一般会計からの繰入れについて、基準を越えるのは難しいが、

実態に合わせて変更できる部分については、市で適切に繰出しする必要

があると考える。財政的にどうにもならない状況になってからでは遅い

と考えるが、どうか」との質疑に対し、当局より、「市とは段階的に協議

を進めており、昨年度も一部繰入れした経費もある。高度医療や医師確

保などルールで認められている経費があり、基準内で繰入れできるよう、

引き続き協議を行っていきたい」との答弁がありました。 

このほか、「病院経営改善の取組」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、出席者起立全員により

認定すべきものと決定いたしました。 

 

 以上をもちまして、報告を終わります。 

よろしくご審議の程お願いいたします。 
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予算決算委員会 産業建設分科会 分科会長報告 

 

産業建設分科会に委嘱になりました部分について、その審査の経過と

結果をご報告申し上げます。 

 

はじめに、認定第１号、令和６年度横手市一般会計歳入歳出決算の認

定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、歳出５款 労働費では、

「今後の若年者の地元定着に向けた取組はどのように考えているのか」

との質疑に対し、当局より、「市独自の取組で人手不足を解消することが

難しくなってきており、企業が自ら魅力を伝えるような方策も必要であ

ると考えている。そのため、昨年度まで行ってきたインターンシップ促

進事業を今年度からは採用活動応援事業に変更し、企業が市外の就職面

接会に参加するための費用補助のほか、若い方はＳＮＳやホームページ

を参考に就職される方が多いため、自社のホームページ等を構築する際

の補助等としている」との答弁がありました。 

６款、農林水産業費では、「横手市農業持続的発展事業において、ホッ

プ農家に個別ヒアリングを実施するなどの取組を行っているが、今後の

ホップ栽培について、どのような展望を考えているのか」との質疑に対

し、当局より、「ホップを栽培している地域は全国的に見ても多くはなく、

当市が他地域と差別化できる品目の一つと思っている。生産者の方々や

大雄ホップ農協も生産の維持、拡大に向け日々奮闘しており、市として

も、ホップの産地を維持するため生産面での後押しを今後も続けていき

たい」との答弁がありました。 

このほか、「耕作放棄地の対応」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、起立多数により、認定

すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第６号、令和６年度横手市市営温泉施設特別会計歳入歳出

決算の認定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、「令和６年 12

月にゆとりおん大雄を閉館することが示されたが、そのことで決算に影

響はあったものか」との質疑に対し、当局より、「令和５年度と令和６年

度の収入を比較すると、日帰り入浴が 106 万 8,000 円の増、一方で宴会

部門は 212万 4,000円の減となっている。なお、日帰り入浴に関しては、
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令和４年度から収入、入浴者ともに増加傾向にある」との答弁がありま

した。 

また、「ゆとりおん大雄をたまに利用するが、浮遊物が多くなったりす

ることもある。利用者も増えていることから、市民サービスの観点から

改修が必要ではないか」との質疑に対し、当局より、「源泉に関しては、

源泉かけ流しとなっており特に問題はない。施設の外壁にネットを張っ

たり、漏水も若干みられるが、その部分の修繕には多額の費用が掛かる

ことから、営業にあたり安全安心の面から必要な部分の修繕を行ってい

る」との答弁がありました。 

このほか、「市営温泉の方向性」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、採決の結果、認定すべきものと決定いた

しました。 

 

次に、認定第９号、令和６年度横手市水道事業会計決算の認定につい

て、主な質疑と答弁を申し上げますと、「改定後の横手市水道事業計画・

経営戦略では令和６年度から収益的収支の損失が発生する見込みである

とのことだが、今回の決算との関係性はどのようなものか。また、令和

８年度中に想定される水道料金の値上げ改定については、今回の決算も

加味したうえで判断されるということか」との質疑に対し、当局より、「経

営戦略での計画値と令和６年度の決算値の乖離については、計画の段階

では、基準外繰入を想定せずに計上しており、決算では基準外繰入を行

い当年度の純利益を確保したためである。また、水道料金の改定につい

ては、今回の決算状況も加味しながら、適切な判断をしていきたい」と

の答弁がありました。 

また、「管路の経年化率が 23.7％となっている。対応はどのように考え

ているか」との質疑に対し、当局より、「市の総配水管路は 1,000キロメ

ートルを超えており、年間１％更新した場合でも 100 年かかる状況であ

る。そのため、管路の老朽度をしっかり見極め、古い管路は前倒しで更

新し、ある程度寿命を延ばせるものは延命するなどの見極めをして事業

を推進していく」との答弁がありました。 

また、「有収率が 80％以下の市町村はほとんどない。有収率を上げるた

めの対応はどのように考えているか」との質疑に対し、 

 当局より、「横手市の有収率は 76％ほどと、類似事業体に比べ低い数字

となっているのはご指摘のとおりである。漏水の 99％が塩化ビニール管
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から発生していることから、旧町村部の老朽化した塩化ビニール管を優

先して更新していくことや、給水人口の半分近くが集中している横手、

十文字地域をブロック化し、早急な漏水箇所の特定を行える体制を構築

することが有収率向上につながると考えている」との答弁がありました。 

このほか、「不能欠損額が過大となった理由」や「ポンプ場ごとの経営

分析」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、起立多数により、認定

すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第 10号、令和６年度横手市下水道事業会計決算の認定につ

いて、主な質疑と答弁を申し上げますと、「川西地区の処理施設の工事と

大森浄化センターの機械設備の工事が重なっているが、関連性はあるの

か」との質疑に対し、当局より、「いずれの工事も生活排水処理構想に基

づいて行っているものであり、大森浄化センターは３地区の処理場を統

合するために、機械、電気設備を設置するもの、川西地区については、

機能強化をして延命措置をするために機械、電気設備を更新するものと

なっている。いずれ、大森地域の農業集落排水地区については、令和 18

年度をめどに一つに統合するような構想となっている」との答弁があり

ました。 

このほか、「処理場ごとの経営分析」についての質疑がありました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、起立多数により、認定

すべきものと決定いたしました。 

 

 以上をもちまして報告を終わります。 

 よろしくご審議の程お願いいたします。 
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予算決算委員会 総務文教分科会 分科会長報告 

 

総務文教分科会に委嘱になりました部分について、その審査の経過と

結果をご報告申し上げます。 

 

はじめに、認定第１号、令和６年度横手市一般会計歳入歳出決算の認

定について、主な質疑と答弁を申し上げますと、歳出２款 総務費では、

「若者交流促進事業について、委託先と活動内容について教えてほしい」

との質疑に対し、当局より、「市から仕様を示しプロポーザル方式で募集

したところ、秋田市の事業者１社から提案があり委託した。内容につい

ては、出会いイベントを通年で６回開催し、身だしなみやメイク、コミ

ュニケーションに関する個別アドバイスやセミナーも開催した」との答

弁がありました。 

これに対し委員より「委託費 531 万 3,000 円、延べ参加者数 114 人と

なっているが、参加者数を鑑みると一人当たりのコストが高いように思

うがどうか」との質疑があり、当局より、「単発の出会いイベントの開催

経費と比較すると高く感じるが、令和５年度より内容が充実していたと

思っている。ただし、費用対効果という面では決して安い金額ではない

とも思っており、来年度に向けて内容の見直し等は行っていきたいと考

えている」との答弁がありました。 

また、「地域おこし協力隊について、活動の成果と効果はどうか」との

質疑に対し、当局より、「昨年度は任務を終了した方が３名おり、いずれ

も横手市に定住し、起業や就職をしている。地域おこし協力隊のＯＢ・

ＯＧには今年度より移住コーディネーターを委嘱し、移住・定住を検討

している方々への情報発信やイベントを行っており、移住希望者のコミ

ュニティが醸成されてきているので、このような活動を継続的にしてい

きたいと考えている」との答弁がありました。 

このほか、「移住定住促進事業の実績」や「営業所実態調査の調査先」、

「横手市財産経営推進計画の達成率」についての質疑がありました。 

次に、９款、消防費では、「自主防災組織の増加や活動の充実は災害対

策にとって大事だと思うが、昨年度はどのようなことに取り組んだか」

との質疑に対し、当局より、「自主防災組織へ職員が出向き避難訓練や防

災訓練の講師を務めたほか、防災士資格の取得支援を行った。市内には
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現時点で自主防災組織が 26組織あるものの、今後の広がりが必要と考え

ており、防災士などの協力を得ながら、各地域の防災力向上につながる

ように努力したい」との答弁がありました。 

このほか、「自主防災組織数の推移」についての質疑がありました。 

次に、10 款、教育費 では、「増田まんが美術館の入館者数が令和５年

度と比較し４万人以上減少しているがこの要因は何か」との質疑に対し、

当局より、「令和５年度は人気作品の大型企画展を誘致することができ入

館者数が大きく伸びた。昨年度は大型企画展の誘致ができなかったため

落ち込んだが、指定管理者からは人気企画展の誘致活動は長期にわたる

旨聞き取りしており、誘致に至らない場合もある。入館者数は企画展に

左右されていることをご理解いただきたい」との答弁がありました。 

これに対し委員より「企画展に左右されることは本質的なところがう

まくいっていないのではないか。指定管理業務に関してチェックやモニ

タリングは行っているか」との質疑があり、当局より、「指定管理者とは

月例会議を開催し経営状態や入館状況を確認しているほか、職員の採

用・退職など随時報告を受けている。また、指定管理者側でも入館者数

の増加や自主財源確保に努めている」との答弁がありました。 

また、「小中学校ＩＣＴ環境整備事業で行われたＳＩＮＥＴ接続はどの

ように活用されているのか」との質疑に対し、当局より、「今後のＩＣＴ

活用拡大により通信量の増加が見込まれることから、すべての学校が安

定した通信を行えるように学術情報ネットワーク、通称ＳＩＮＥＴを活

用できるようにしたものである。これにより安定した高速通信が確保さ

れたほか、使用料も従来の回線より安価になっている」との答弁があり

ました。 

このほか、「横手市ミライの漫画家発掘マガジン制作プロジェクトの電

子書籍化」や「歴史まちづくり事業の詳細」についての質疑がありまし

た。 

次に、その他の歳入では、「ふるさと納税の流出額が年々増額している

が、市ではどのように受け止めているか」との質疑に対し、当局より、「流

出額の増額は心配な部分ではあるものの、ふるさと納税寄附金の収入額

も増えている状況にあり、当市や返礼品に魅力を感じて納税をされる方

が一定数いることからも健闘していると認識している」との答弁があり

ました。 

これに対し委員より「ホームページ上で流出額を公開し住民に呼びか
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けをしている自治体もあるが、どうか」との質疑があり、当局より、「現

時点では納税額のほうが多い状況にあり、今後の状況を踏まえ、財政担

当課とも協議しながら必要があれば対応を検討したい」との答弁があり

ました。 

本決算について討論はなく、起立採決の結果、出席者起立全員により、

認定すべきものと決定いたしました。 

 

次に、認定第７号、令和６年度横手市財産区特別会計歳入歳出決算の

認定については、質疑、討論はなく、採決の結果、認定すべきものと決

定いたしました。 

 

 以上をもちまして報告を終わります。 

 よろしくご審議の程お願いいたします。 

 


